
中
学
校
　
国
語
科
に
お
け
る
評
価

-
「
絶
対
評
価
」
が
導
入
さ
れ
て
-

0
.
は
じ
め
に

平
成
十
四
年
度
よ
り
'
「
絶
対
評
価
(
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
)
」

が
導
入
さ
れ
た
。
忠
海
中
学
校
は
'
平
成
十
三
・
十
四
年
度
は
広
島

県
基
礎
学
力
定
着
研
究
校
と
し
て
'
そ
し
て
平
成
十
五
・
十
六
年
度

は
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
と
し
て
学
力
向
上
に
全
校
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
'
本
校
で
は
平
成
十
三
年
度

よ
り
「
絶
対
評
価
」
導
入
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
'
実
施
し
て
い

-
中
で
い
-
つ
か
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
へ
　
こ
こ
で
総
括
し
て
み
た
い
。

ま
た
'
国
語
科
の
授
業
に
お
い
て
、
「
絶
対
評
価
」
　
の
導
入
が
ど

の
よ
う
に
授
業
づ
-
り
に
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
と
い
う
現
状

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

I
 
4
　
「
絶
対
評
価
」
導
入
に
あ
た
っ
て
の
忠
海
中
学
校
の
課
題

昨
年
度
か
ら
本
校
で
行
っ
て
き
た
校
内
研
修
を
中
心
に
'
取
り
組

み
の
経
過
の
中
で
あ
が
っ
て
き
た
課
題
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

失
　
」
=
?
　
s
.
-
'
押

(
-
)
「
絶
対
評
価
」
と
「
相
対
評
価
」
　
の
違
い
を
理
解
し
'
こ

れ
ま
で
の
評
価
に
固
執
し
な
い
よ
う
'
教
職
員
の
意
識
改

革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
2
)
評
価
の
仕
方
が
変
わ
る
こ
と
に
対
し
'
保
護
者
・
生
徒

に
説
明
を
行
い
へ
学
校
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
3
)
本
校
で
行
っ
た
評
価
が
'
他
校
で
も
通
用
す
る
評
価
で

あ
る
こ
と
を
め
ざ
し
'
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
導

入
し
て
'
絶
え
ず
評
価
の
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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2
`
忠
海
中
学
校
の
課
題
に
関
わ
っ
て
の
具
体
的
な
と
り
く
み

(
-
)
　
に
つ
い
て

参
考
資
料
「
新
し
い
時
代
の
学
力
づ
く
り
・
授
業
づ
く
り
」
　
(
文

部
科
学
省
教
科
調
査
官
‥
平
田
和
人
)
を
も
と
に
'
校
内
研
修
を
行

い
へ
全
教
職
員
の
共
通
認
識
を
確
立
し
て
い
っ
た
。



①
絶
対
評
価
で
は
'
指
導
目
標
を
立
て
な
い
こ
と
に
は
評
価
は
成
立

し
な
い
。

l
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
を
行
っ
た
。

②
達
成
目
標
は
、
指
導
目
標
に
対
応
す
る
正
答
率
を
も
っ
て
定
義
し
へ

こ
の
線
引
き
が
達
成
目
標
の
設
定
に
な
る
。

l
各
教
科
へ
各
評
価
場
面
に
お
い
て
の
評
価
基
準
の
設
定
を
行
っ

て
い
る
。

③
テ
ス
ト
の
各
設
問
は
'
指
導
目
標
の
何
を
評
価
す
る
も
の
か
'
何

の
観
点
を
評
価
し
て
い
る
の
か
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

l
テ
ス
ト
の
各
設
問
に

同
様
で
、
正
答
率
'
合
計
点
を
出
す
の
な
ら
へ
各
小
設
問
毎
に
へ

何
の
観
点
か
何
の
指
導
目
標
か
で
分
け
て
採
点
し
な
い
と
意
味
が

な
い
)

⑤
「
何
が
ど
れ
-
ら
い
で
き
る
か
」
を
よ
り
正
確
に
は
か
ら
な
い
と

い
け
な
い
o
 
l
英
語
の
発
音
の
評
価
を
す
る
の
に
'
「
紙
と
鉛
筆

の
間
接
的
評
価
」
で
は
'
実
際
に
発
音
し
て
い
な
い
の
で
「
発
音

「
観
点
別
項
目
」
　
な
ど
を

明
記
。

④
総
合
問
題
(
例
=
文
章
を

も
と
に
「
文
法
問
題
」
「
語

桑
問
題
」
r
和
文
問
題
」
r
内

容
理
解
問
題
」
な
ど
で
構

成
)
を
作
成
し
へ
　
こ
の
総

合
問
題
全
体
で
何
点
へ
ま

た
は
何
%
と
れ
た
か
を
出

し
て
も
へ
　
そ
の
数
字
か
ら

各
観
点
別
評
価
'
指
導
目

標
別
評
価
は
出
て
こ
な
い

の
で
無
意
味
で
あ
る
。
(
1

「
⑧
ご
っ
た
煮
採
点
」
も

相対評価 絶対評価

1 指導日掛 ま成立 指導目標は必須

2 達成目標は不要 達成目標は必須

3 テステインク.求.イントの明確化は不要 テステインク.ホ.イントの明確化が必要

4 総合問曙でも可 総合間Eg は不可

5 間接的測定も可 直接的測定が必要

6 倍知性の間色は表面化せず 高い侶相性が必要

7 テス トの合計点が必要 テス トの合計点は不要

8 rごった煮採点」でも可 「ごった 接点」は無意味

9 評価の柱はテス トのみで可 評価は横 良化

10 e tm 無住はf! 説明責任は塵

の
評
価
」
と
し
て
の
客
観
性
が
低
い
=
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
万
能

で
は
な
い
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
施
へ
実
技
テ
ス
ト
の
実

施
へ
　
(
1
⑨
評
価
の
複
眼
化
)

⑥
評
価
項
目
に
対
し
て
'
本
当
に
力
が
つ
い
た
か
判
断
す
る
の
で
へ

そ
の
評
価
方
法
に
高
い
信
頼
性
が
必
要
と
さ
れ
る
。
1
様
々
な
角

度
か
ら
の
測
定
(
1
⑨
評
価
の
複
眼
化
)

⑦
合
計
点
と
い
う
の
は
'
他
者
と
の
比
較
に
お
い
て
役
だ
っ
た
が
'

絶
対
評
価
に
は
意
味
を
な
さ
な
い
1
観
点
別
正
答
率
又
は
得
点
'

指
導
目
標
別
正
答
率
又
は
得
点
の
表
示
の
実
施
。
1
0
0
点
満
点

の
必
要
性
も
な
い
。

⑧
ご
っ
た
煮
採
点
(
1
④
参
照
)

⑨
あ
る
評
価
を
行
う
と
き
に
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
そ
の
評
価
の
測
定

を
す
る
の
に
一
番
適
し
て
い
る
な
ら
へ
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
使
う
。

指
導
項
目
に
よ
っ
て
は
実
技
テ
ス
ト
や
日
頃
の
授
業
内
で
の
学
習

過
程
の
評
価
(
形
成
的
評
価
)
が
そ
の
評
価
項
目
の
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
る
場
合
も
あ
る
。
1
単
純
に
定
期
テ
ス
ト
が
評
価
の

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
(
1
⑤
'

⑥
も
参
照
)
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⑲
評
価
場
面
へ
評
価
結
果
な
ど
「
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
」
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き
へ
評
価
を
し
た
者
は
'
全

て
の
人
に
対
し
て
説
明
責
任
を
も
つ
。
1
全
教
科
評
価
総
括
表
へ

保
護
者
説
明
会
へ
懇
談
で
の
評
価
の
説
明
の
実
施

(
そ
の
他
の
「
絶
対
評
価
」
実
施
に
関
わ
っ
て
の
校
内
確
認
事
項
)

①
評
価
の
た
め
の
た
-
さ
ん
の
デ
ー
タ
が
必
要
。
評
価
計
画
が
必
要

②
各
評
価
場
面
で
の
評
価
基
準
を
作
成

③
観
点
別
比
率
は
各
観
点
同
率
に
L
へ
校
内
全
教
科
統
一
す
る
。
(
敬

科
任
せ
に
し
な
い
)

④
「
絶
対
評
価
は
い
い
点
が
つ
-
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
誤
っ
た
認

識
を
捨
て
t
よ
り
教
科
指
導
の
責
任
と
学
校
の
責
任
が
虫
-
な
っ

た
こ
と
へ
　
「
評
価
」
は
「
教
師
の
授
業
の
評
価
」
と
し
て
と
ら
え
へ

授
業
の
工
夫
改
善
に
つ
な
げ
て
い
-
こ
と
(
指
導
と
評
価
一
体
化

教
科
評
定
を
出
す
校
内
シ
ス
テ
ム
(
表
2
)

正答率 9 0 % 以上 5

8 0 % 以上 4

6 0 % 以上 3

3 0 % 以上 2

3 0 % 未満 1

の
推
進
)
。

⑤
各
観
点
別
評
価
か
ら
教
科
評
定
を
出

す
シ
ス
テ
ム
を
校
内
で
統
1
す
る
。

(
教
科
任
せ
に
し
な
い
)

▲
満
点
が
あ
る
評
価
(
定
期
テ
ス
ト
な
ど
)

の
校
内
評
価

基
準
(
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
)

〔
表
-
)

通 知 l* =の 評 価 が ま 親 藩 醇 で :

観点1 観点2 観点3 観点4

いろいろな

î^^ -saiine.-,ii=î ^MaiMォw�"mmォWMiォiaî ^ ◆

平均値を出す

観点の3段階評価 教科の5段階評定
A の評価 5=(平均値4.5~ 5.0)
B の評価 芸霊 芸霊=‥=霊‥44:

Cの評価 蠎2:(平均値1.5~ 2.4)
1:(平均値1.5未満)
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(
2
)
　
に
つ
い
て

「
相
対
評
価
」
か
ら
「
絶
対
評
価
」
に
変
わ
る
こ
と
を
受
け
へ
そ

の
主
旨
や
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
評
価
が
行
わ
れ
る
か
を
保
護

者
へ
生
徒
に
説
明
し
た
。

①
4
月
の
保
護
者
会
に
お
い
て
「
学
校
教
育
説
明
会
」
を
実
施
o

例:第2学年国語科第1学期評価総括表
M il に 叫 す る 話 す .聞 く Pf { 説 tE H S

匁】n

に 対す る

関 心 .意 欲 l態 度 能 力 能 力 能 力 .珂 解 .技 能

定 期

テ ス ト

中 間 テ ス ト ㌔

期 末 テ ス ト 汁

学 習 ノI ト %;

漢 字 字 横ZO O

T T イ ル - 世 Ilitt

学 習 態E E
* "

ポ ス ター セ ッ シ ョ ン

発 表 な ど
s -

洩 字 テ ス ト

税 点 別 評 缶

上 記 の X の つ い 上 記 の X の つ い 上 .¥ !<" せ の つ い 上 記 の ※ の つ い 上 記 の .の つ い

た 5 つ n a n で た 3 つ の 部 門 で た 3 つ の 部 門 で た 3 つ の 部 門 で た 3 つ の 部 門で

出 され た IT B i 出 され た評 筋 を 出 さ れ t: Sf 缶 を 出 され た 評 価 を 出 さ tlL た 評 厨 を
の 出 し方

も とに 、 A 、 B 、 も とに、 A 、 t)、 も い こ、 a . n . も とに、 A 、 B 、 も とに、 A 、 B 、

C を決 定 し ますq C を 決定 し ます. C を決 定 しま す. r せ f* '」し , 千. C を決定 しますe

m 点 別 比 率 (鶴 ) 20 % 20 % 2 0% 20 % 2 0%

「
教
育
内
容
」
「
各
教

科
の
観
点
と
評
価
方

法
・
評
価
場
面
」
　
な

ど
の
内
容
を
説
明
。

②
7
月
の
保
護
者
会
に

お
い
て
'
評
価
総
括

表
を
も
と
に
個
別
に

評
価
シ
ス
テ
ム
を
説

明
。

③
各
授
業
で
生
徒
に
評

価
の
仕
方
を
説
明
。

(
3
)
に
つ
い
て

(
評
価
の
信
頼
性
を
高
め
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
実
施
)

【
平
成
十
四
年
度
の
場
合
】

w
w
i
W
1

4
月
研
修
委
員
会
を
中
心
に
「
絶
対
評
価
」
　
の
研
修
へ
校
内
基
準
、

評
価
方
法
指
針
を
立
案
L
へ
校
内
研
修
で
全
員
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。

D
Ol
学
期
の
実
践
。
「
絶
対
評
価
」
初
実
施

-
　
M
R

学
期
終
了
後
へ
各
教
科
か
ら
評
価
に
関
わ
っ
て
の
疑
問
'
問
題
点

を
提
出
。
研
修
委
員
会
で
検
討
・
整
理
、
課
題
に
対
す
る
具
体
的
改

善
案
の
立
案
。
8
月
に
校
内
研
修
に
お
い
て
問
題
点
の
整
理
及
び
研
修
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A
C
T
I
O
N

2
学
期
か
ら
の
評
価
を
実
施

▲
例
　
評
価
総
括
表



3
`
評
価
を
明
確
に
し
た
国
語
科
に
お
け
る
実
践
例
～
単
冗
r
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
(
中
学
校
)

評 価 を 明 確 に し た 国 語 科 に お け る 実 践 例

～ 単 元 r ボ ス 夕 I セ ッ シ ョ ン 」 仲 学 校 2 年 ) の 場 合 ～

( 1 ) 単 元の 日露

個 々の学習書の興味 -.関心t= 応じてl E-由な発想で ボス夕- を作成 し1 その意田や内容 を聞

さ事ヒ的確i= 枚明する力とl 正確 t=開 き鞍るカを身L= つけさせち. また1 円べた ことにつ いて

持 し合った りl 更托することで お互 いの監敵 弾解 を深めるーとがで きる

書c c a a tiの rA B す: と . 聞く: と ア- イ- ウ. エJ rB 書くこと ィ..エl

H I M U S B 事I ー{1〉オI ,四声への開.い t 放 K * I

(2 ) 単元の簿価 理事

7 P 事へのIl心

S B -事Ⅰ

イ 静す. F7 く■力 ウ 書くE 力 エ まo r * オ 吉事L=ついての

ォ蝣蝣* 象一社■
①P=い q R から行 ①ポスターt 工夫L,て作成す ①自分の考え ①群々な色事 ①競明をすると
■t-諌め. a ォ t ZIととM : . H き宇t Jt ■し や気持ちを的 の文事から必 ど. 争事な天壌P 式
I 失して払そうと ながら崇明し. モtt t t と l Ⅰ ,: ますため サなIt K t ft や l 閑 . 文の成分の
した n ra 羊の立l 交虎している. i: . a n 珠 めるための虎 JI 序などについて事

や* x.t ー JL して ①elらの讃嘆l とらえ旺し吟 ォn んてい みyi i * i二つ えながら持したり開

印書に用! もうう

としていも.

喋するととも-" 他事の表明

tf>I * * * ォしていも.

る. けている. いたりしている.

( 3 ) ・ 5Jの捨 菩卦■ ′今 7 t* nnt

衣 鴫 学 習 活 動 評 価 の 観 点 FF鏑

′`-I
I- 書 サ サ ia B V^ E & ^K

I ▲

. ボスタ- t y シ J ンの

○ 0

. ボスタ- fe y シ J ンの芋Jl を! 篇し.

t ●宇N t a 無し. ■ベtI内 績ォ>:.ォ軟的になる. (7 0 )

申 t 決め, グループモつ l ポスターt ツシJ ンi: i した内容t. ノ● ト

くり 蝣1 の* 蝣* †も. 決め. 先まできる. (7 ①)

皿 2

. 汽持のせ* 蝣n z t 行

0 0

. fr相中ft -H Z のtt方l ! 集できる.

t ●いI 発ますも内申t=辞め. (エ①)

伝えt . . ■べたことに対し- Ⅰ. し. 牀A i

ことができる. (イ①)

ノ●ト

E 3

. ボスタI t q 拝し. 只

○ ○

.効I 的な分かりやすいボスタl tlつ . I

事の<* 蝣 * する. くZIごとができる. (ウ①)

. 発表の工夫モ考えZI: とがで号も.

【イrD L オ①}

I.が一

ワ一クシ-i

ノート

〟

4

5

. ポスターt ツシil ン-:

0 0

. ボスタ- t y シJ ンt 成功させるた

tl邦書
ついて考える. わのI 夫モ考えることb1できる. (イ
. ボスタ- * y シ J ンの ①⑦〉 ノー ト
牛耳モデルt 即 、た学習. . ボスタI t ソシーンのt サi: つも、て

JFt もことかですI . (イW O )

6

7

- ボスタl t ツシi. ンt

○ ○

l 事くの人が* よるような舞茸ができ 発耳
行う. i . tイ①①}

. 共鞘lこ基づいて. 大鼓応f ができる.
(イ①①)

陀神I

lin t

ノート

( 4 ) 本 戦 (本 戦 ff - S ) の日露 と簿価

0 本韓 の E] 需

†育毛テルtl点して, ■料* 即 、ながら̀ 発表したり一n m t 支りたりして交凍するポスターt

Y/ シⅠンの力錘とⅠ臭l.ついてM O そのt 事l▼ついて事, る一と* T # る .r托す 一f- -a 一 一
◎評価B l傷 . 評価 義輝

(田君への関心 l 主我 . 重度】

①捗l. について. a ォ t ▲

I 失して持そうとし一旬 I

字の立1. や事えl I - L B

T n c i: N 書I ううとし

B B i:ついて自分の書<U 工夫してもそっとし- 相羊の立■t

JL して聞き取ろうとしていZ,-

払一について払そう上し. f" の捗ーt N e ft ちっとしている⊥

ていi . 1 I C B B i:ついてh そll としていも



①ポス ターt I 失して作 A ボスタ- t l 失して作成し. 開き宇t t ■して点明する: とが

戒するとともk . n き宇 できる. それともとlこ

t ‡鼓 しなが ら民明し. B ボスタ- を工夫して

それt もとに交凍する. ポスターと声明につい

C ポスターを作成しー

払ーtri m でt も.

作成し. 競明する: とができも

て. fl サ心‡かて書も.

崇明する: とがでせZ,. ボス夕●lこついて.

t B lfc S がlr , る.

①自らのま項 t,とらえ匹 A 自らの表項をとらえil L , 吟味し. tは のき項のI 夫t I 集す

し吟味するととも-こ, tg も.

事の表明の工夫l ! 解す B 自らの声明を工夫し. 他事の讃嘆のI 夫t 虹る.

U V 1 L . I .

. 権能】

①訂明をするとき. 多挿 A 択明をするとき. 多事なま項稚式や川 , 文の良分のM ff など

なき嘆声式やよ開. 文の -こついて考えながら持したり恥 ーたりしている.

成分のJi ff などlこついて B 事れt: - 多P なま項声式やJt 開. 文の成分の嫡斤などーこついて

考えながら扮したり問い 年辞して持したO H いたりしている.

たりしているl C 卵 な表項群式や長閑, 文の成分の附 などl: ついて知つたう

, で. 括1,た O H h た r, していZTA

( 5 ) 授乗計ii (本時 n - s )

. ! 内書 * K ォ Br事上のg It 点 く◇〉 RE 儀 農 場 訂事方法

H i -m t づくDL

1 . F .S .T .

(■りS O スピーナタイム}

(れ(tt tf りii つて)

.2 l 本均の牛軍拝唱l つかむ.

◇桐E,の梗熊l: ついて事

O iE るスビ- チt-行い.

辛句のI v ti e t 明 t lこ

する.

◇思事九 表gt力のT 辞. O tS B について一事* * r 夫

.発 7t

. 発き

- 自己声
- 表

3 l 本均の発表するV J卜

プt-. 培†も. ◇押すBL事 .甚M 宗
して持そうとし- 相手の立明

や事人t-ーt してr)B i:H ?

鞍ろうとしている.

【四声への用心.t 軟 .事ま】
臣 巨 亘司 基本的な房れ

- 15
4 . 年習モT ルV Jし. プI-

よもボスタ- t サシJ ン モ

P R : !5サ

発表; 3 分
0 ポスターを工夫して作成す . 相ZlR

行う. 交疎= 4 分 るとともに. 聞き芋とt ■し - I

0 一切で明蝣1 H せかで ながら択明し. それt もとlこ . ノl ト

きるよ, .:支世やl 届け

.

交碑L J=つとするl

ttt-t 蝣r.if ォ"-(i

sr a サ

A d へ の脂専 モデル グルー プがポスターセ dJ シ I ンで交只の丑義と学ぶ

一 評価 基串A 段階の具体的精義

血廿へのfB 奪 . モ デルグルー プでボス夕l セ -J シ ヨンの丑象 工夫を学ぶ

I. 評価 基年B 一A 良糟への具体的指事

C JI への指奪 モデルグループか らボス夕- セ -J シ 37 ン と学ぶ

.◆ B fl 其撞C - B 昏階への旦体的甫鼻

5 l 年習モデルt もとに. ◇モデル-: よるポスター ○髭明l するとき- 多事な表

. ノート

ボスタ- * y シ J ンのI 七ツシi- ンの中で- 柑事. 項鍵式や未開- 文の成分のJP

夫 . lt 事について書¥ - FF 文一t 行い. m n i: w く 庁などについて事えながら捗

J ri i

Ll t め : ォ o * n l

.:.与lq 艮9 A 民 1 ▲.日 . ..

◇ボスタl t ツシーンlこ

したり開いたりしている.

[S B * 事】

S . ボスタ- t y シ J ン一二 ついて一発ま内容. 発表 O 自らの麦類t.とらえ狂しⅠ

ついて先づいた : とt.I の仕方など-こついてのt 喋すZ,とともに. 他事のまgt

く. 1 . 感がl まとめZ,. の I 夫を! 欝I t うとすZI.

6 . F .M .T .

(声 D ig O まとめタイム〉

(較崇t 軍り延つて〉

O t=均の後先全体l: つい

てt と*>. ォ * . 事 t, I

打阜毛だ述する.

(鼓す .聞く鑑別
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こ
の
実
践
例
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'
学
習
指
導
計
画
の
中

に
評
価
の
観
点
へ
評
価
規
準
・
基
準
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
へ
教
師
は
評
価
を
意
識
し
た
指
導
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
'
評
定
を
意
識
し
た
総
括
的
評
価
で
は
な
く
形
成
的
評

価
で
あ
る
。
「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
を
め
ざ
し
'
学
習
者
の
学
習

目
標
の
達
成
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
実
践
は
、
教
師
が
評
価
を
媒
介
に
L
へ
学
習
者
と
学
力
形
成
の

た
め
の
合
意
形
成
を
図
る
実
践
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
評
価

規
準
・
基
準
を
学
習
者
に
事
前
提
示
し
'
何
を
ど
こ
ま
で
す
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
見
通
し
を
持
た
せ
て
学
習
活
動
を
展
開
し
た
。
詳
細

は
'
中
国
四
国
教
育
学
会
F
教
育
学
研
究
紀
要
』
(
u
Q
-
K
O
2
版
)

第
4
9
巻
(
2
0
0
3
)
　
に
掲
載
し
て
い
る
。

4
6
　
「
絶
対
評
価
J
　
の
導
入
に
よ
る
現
在
ま
で
の
成
果
と
課
題

(
-
)
　
r
絶
対
評
価
し
導
入
に
よ
る
成
果

①
教
師
の
指
導
の
観
点
へ
目
標
が
明
確
に
な
る
と
同
時
に
へ
生
徒
自

身
も
何
を
ど
こ
ま
で
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て
行
け
ば
よ
い
か
が
明

醇
に
な
る
。

②
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
基
準
を
設
定
で
き
る
。
そ
し
て
'
そ
の

こ
と
に
よ
り
生
徒
の
「
学
力
」
　
の
学
習
状
況
へ
定
着
状
況
を
把
捉

し
や
す
い
。

③
「
学
力
」
　
の
ど
の
観
点
が
満
足
で
き
て
お
り
へ
ど
の
観
点
が
不
十

分
で
あ
る
か
が
明
確
に
な
る
。

④
観
点
ご
と
の
定
着
状
況
が
A
t
 
B
t
 
C
段
階
で
表
さ
れ
る
こ
と
で

生
徒
の
学
習
状
況
が
明
ら
か
に
な
-
'
特
に
C
段
階
の
生
徒
へ
の

指
導
の
手
だ
て
を
具
体
的
に
考
え
て
い
-
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
通
知
表
を
も
と
に
'
教
師
へ
生
徒
へ
保
讃
者
で
次
へ
の
課
題
(
努

力
目
標
)
を
具
体
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
師
の
説
明

頁
任
が
弘
-
な
り
'
個
に
応
じ
た
指
導
が
1
層
可
能
と
な
る
。

(
M
)
　
f
絶
対
評
価
し
導
入
に
よ
る
課
題

①
高
校
入
試
で
「
相
対
評
価
」
が
扱
わ
れ
る
可
能
性
が
ま
だ
残
っ
て

お
り
'
保
護
者
、
生
徒
の
関
心
は
'
「
相
対
評
価
」
　
に
ま
だ
傾
い

て
い
る
。
保
護
者
の
理
解
に
時
間
が
か
か
る
。

②
学
校
ご
と
へ
教
師
ご
と
に
評
価
の
基
準
の
設
定
の
仕
方
が
異
な
る

可
能
性
が
あ
り
'
「
絶
対
評
価
」
が
入
試
で
扱
わ
れ
て
も
不
公
平

に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
学
校
同
士
へ
教
師
同
士
の
連
携
へ
研
修

と
意
識
統
一
が
重
要
で
あ
る
。

③
観
点
別
評
価
で
C
を
つ
け
た
生
徒
へ
の
手
だ
て
を
し
っ
か
り
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
A
を
つ
け
た
生
徒
へ
の
発

展
的
な
学
習
を
ど
う
す
る
か
。
個
に
応
じ
た
指
導
が
一
層
必
要
と

fflMHi

④
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
な
ど
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
と
「
書
-
こ
と
し

の
関
連
す
る
(
ク
ロ
ス
す
る
)
問
題
な
ど
を
'
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
-
の
か
。
ま
た
'
そ
の
よ
う
な
「
総
合
問
題
」
は
必
要
な

い
の
か
。

⑤
一
つ
の
目
標
と
し
て
表
さ
れ
た
「
学
力
」
で
さ
え
も
'
複
数
の
「
学

力
」
　
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
へ
観
点
別
で
'
目
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標
ご
と
で
評
価
し
て
い
-
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

⑥
「
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
は
ど
う
評
価
す
る
の
か
が
教

師
に
よ
っ
て
異
な
り
へ
唆
味
で
あ
る
。

⑦
評
価
に
つ
い
て
の
教
師
の
説
明
責
任
が
問
わ
れ
'
個
人
デ
ー
タ
の

蓄
積
と
評
価
方
法
な
ど
の
開
示
が
必
要
と
な
る
。
教
師
の
評
価
力

の
客
観
性
へ
信
頼
性
が
一
層
問
わ
れ
る
。

5
.
お
わ
り
に

「
絶
対
評
価
」
　
の
導
入
に
よ
り
へ
　
こ
れ
ま
で
「
相
対
評
価
」
　
で
対

応
し
て
き
た
中
学
校
の
現
場
は
大
き
-
意
識
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
今
後
へ
学
校
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
　
(
P
l
a
n

l
D
o
l
C
h
e
c
k
l
A
c
t
i
o
n
)
を
導
入
す
る
こ
と
で
'
絶
え
ず
評

価
の
改
善
を
行
い
な
が
ら
、
「
評
価
力
」
を
高
め
て
い
か
な
-
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
に
'
評
価
の
目
的
が
'
「
す
べ
て
の
生
徒
が

授
業
に
生
き
生
き
と
取
り
組
む
と
と
も
に
へ
確
か
な
学
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
た
め
で
あ
る
」
こ
と
を
忘
れ
ず
'
授
業
の
改
善
を
常
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
へ
忠
海
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

と
し
て
'
「
教
科
の
r
基
礎
・
基
本
.
L
を
豊
か
に
生
か
す
教
育
実
践

-
r
思
考
力
㌔
表
現
力
)
を
高
め
る
た
め
の
個
に
応
じ
た
指
導
方
法
・

指
導
体
制
の
工
夫
改
善
-
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
全
校
で
組
織
的
な
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
校
の
教
育
研
究
を
進
め
る
う
え
で
も
'

評
価
観
の
意
識
変
革
は
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

(
広
島
県
竹
原
市
立
忠
海
中
学
校
)
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